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　2014 年 8 月，トレンディなアメリカン・コーヒーショップで時給 9 ドルで働く，シングルマザー
のパート労働者ジャネット・ナヴァロさんの不規則な勤務スケジュールについて紹介する記事が，
『ニューヨーク・タイムズ』に掲載された。週当たりの合計労働時間は，週ごとにばらつきがある




















































































































注）18 ～ 65 歳の自営業者を除く労働者（軍人を除く）を対象とする 2004 年版 Current  Population  Survey Work 
Schedule Supplement を用いて，ウェイト付けした推計値。n ＝ 49,816.














































　図 1 は，当初から EU に加盟している 15 か国（EU-15）とノルウェーについて 2010 年欧州労働
条件調査のデータを用いて，勤務スケジュールが予測不可能な仕事の発現率の推計値を示したもの














































































































































































































































































































So urce：United  States  Current  Population  Survey Work  Schedules  and Work  at Home 





























































































































おり，使用者は，パートタイム労働（国によって定義は異なるが，1 週当たりほぼ 40 時間未満の
労働）と，残業労働（通常は 40 時間を超える労働）を，柔軟性を実現する手段として重視してい
る。アメリカについて，Lambert，Fugiel，&  Henly（2014）は，通常，標準的な週当たり労働時























て通知を受けたかを見ると，1 日未満が 60％，1 週間以内が 85％だった（Canadian Workplace 







1 ＜＝時間＜ 13 3.6％ － 0.011***
13 ＜＝時間＜ 23 9.1％ － 0.027***
23 ＜＝時間＜ 33 12.3％ － 0.025***
33 ＜＝時間＜ 38 18.0％ － 0.025***
38 ＜＝時間＜ 43 41.6％ － 0.017**
43 ＜＝時間＜ 48 5.8％ － 0.045***
48 ＜＝時間＜ 53 5.6％ － 0.043***
53 ＜＝時間＜ 63 2.6％ － 0.072***
63 ＜＝時間　 　 0.7％ － 0.029***























たいする拘束力をもつ 1993 年労働時間に関する指令（Directive  on  Working  Time（93 ／ 104 ／








































































































































































































































































































































































































ジャージー，メリーランド，ニューヨーク）でしかないが，これら 4 州は，親が育児休暇を取る 6




























































































































































ビスの教育的な価値が，強く重視されている。保育サービス施設は午前 6 時半から午後 4 時半ない






































































































































































り 30 時 間 以 上 の 認 可 保 育
サービスを受けている者（％） 
－ 0.190（0.480） － 0.373（0.16） 0.455（0.077） 0.471（0.066） 0.420（0.105）
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